
　　　

　

前
日
ま
で
の
雨
模
様
の
心
配
を
一
掃

す
る
秋
晴
れ
の
さ
わ
や
か
な
青
空
の
下
、

香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催
に
よ
る
第

41
回
香
川
地
区
体
育
大
会
が
香
川
小
学

校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
大
い
に
盛
り
上
が
る
町
内
対
抗

戦
は
、
香
川
地
区
の
自
治
会
と
し
て
今

年
か
ら
新
た
に
み
ず
き
自
治
会
が
参
加

し
、
７
町
内
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
し
い
競
技
種
目
と

し
て
、
町
内
対
抗
二
人
三
脚
リ
レ
ー
お

よ
び
防
災
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
が
加
わ
り
、

各
町
内
会
か
ら
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
皆
さ
ん
、
後

で
腕
は
痛
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　 　 　 発 行 者
香 川 自 治 会 広 報 部 会
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　　　　女性　  
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10
月
４
日(

日
）、
香
川

地
区
の
自
治
会
合
同
の
体
育

大
会
が
香
川
小
学
校
の
校
庭

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
役
員
会
か
ら

自
治
会
組
織
を
一
部
変
更

　

平
成
21
年
９
月
16
日(

火)

大
阪

市
内
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
放
置
さ

れ
て
い
た
消
火
器
が
破
裂
し
、
男
児

が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

破
裂
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
点
検
も

さ
れ
ず
、
永
年
放
置
さ
れ
た
古
い
消

火
器
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
腐
食
や
変
形

等
が
あ
る
消
火
器
は
絶
対
に
使
用
し

な
い
で
下
さ
い
。

■
廃
棄
方
法

　

変
形
や
サ
ビ
、
耐
用
年
数(

消
火

器
本
体
の
注
意
書
記
載)

が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合
、

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
大
型
ご
み
と
し
て

有
料
予
約
制
の
戸
別
収
集
に
よ
り
１

個
に
つ
き
５
０
０
円
で
回
収
さ
れ
ま

す
。
有
料
予
約
制
の
戸
別
収
集
に
つ

い
て
は
、
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
購
入

先
や
販
売
店
等

に
依
頼
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す

の
で
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
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時　間：14時～ 16時
活　動：4～ 6人体制で
　　　1回／月程度の活動
連絡先：まちづくり部会長
　　　　西山　佳孝
電　話：５７－６９１１

香
川
地
区
体
育
大
会
・
開
催

　
　

老
朽
化
し
た
消
火
器
に
よ
る

破
裂
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
備

が
設
置
さ
れ
ま
し
た

自
治
会
館
情
報

 

健
康
増
進
と
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て

第41回

　

香
川
自
治
会
に
は
４
人
の
副
会
長
が

お
り
ま
す
が
、
各
町
内
会
長
が
そ
の
任

に
あ
た
り
、
実
質
は
町
内
会
長
の
職
務

に
忙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
関

係
外
部
団
体
の
活
動
に
は
、
す
べ
て
自

治
会
長
が
参
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

主
な
外
部
団
体
に
は
、
湘
北
地
区
自

治
会
連
合
会
、
湘
北
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
香
川
社
会
福
祉
協
議
会
、
香
川

地
区
体
育
振
興
会
、
香
川
小
学
校
区
青

少
年
育
成
推
進
協
議
会
、
湘
北
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
香
川
自
治
会
に
は

自
治
会
館
の
建
て
替
え
、
防
災
対
策
、

部
会
再
編
成
、
自
治
会
分
割
な
ど
短
・

中
期
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
ず
。

　

そ
こ
で
、
内
外
部
と
も
に
充
実
し
た

活
動
を
展
開
す
る
方
策
と
し
て
、
自
治

会
組
織
に
外
部
の
活
動
を
担
当
す
る
代

表
副
会
長
職
を
設
け
、
自
治
会
長
は
自

治
会
内
部
の
こ
と
に
専
念
す
る
よ
う
に

組
織
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
役
員
会

で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
次
の
総
代
会
で
自
治
会

会
則
の
一
部
改
正
を
議
題
と
し
て
提
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
か
が
わ
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
（
無
償
で

調
達
し
た
製
品
）
を
第
一
会
議
室
の
放

送
設
備
を
か
ね
て
、
通
信
カ
ラ
オ
ケ
と

し
て
活
用
を
始
め
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
設
備
は
モ
ニ
タ
ー
付
き
な

の
で
誰
で
も
歌
い
や
す
く
、
選
曲
も
リ

モ
コ
ン
の
選
曲
ナ
ビ
で
簡
単
に
操
作
で

き
ま
す
。
コ
ー
ド
レ
ス
マ
イ
ク
が
二
本

あ
り
デ
ュ
エ
ッ
ト
も
楽
し
め
ま
す
。
部

屋
の
四
方
に
設
置
さ
れ
た
４
つ
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
は
、
臨
場
感
の
あ
る
音
が

響
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
手
持
ち
の
カ
セ
ッ
ト
や
Ｃ

Ｄ
で
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
今
ま
で
各
サ
ー
ク
ル
が
そ
の
つ

ど
機
材
を
持
ち
込
ん
で
い
た
不
便
も
、

こ
れ
で
解
消
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
だ
け
で

な
く
ダ
ン
ス
や
体
操
、
舞
踊
サ
ー
ク
ル

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
々
も
手
軽
に
大
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
設
備
は
通
信
カ
ラ
オ
ケ
の

提
供
会
社
と
利
用
契
約
を
す
る
た
め
、

月
々
の
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の

た
め
来
年
１
月
よ
り
、
第
一
会
議
室
の

み
部
屋
使
用
料
金
を
現
在
の
１
５
０
０

円
か
ら
改
正
以
前
の
２
０
０
０
円
に
戻

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
自
治
会
で
認
め
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
限
っ
て
は
、
使
用

料
金
は
据
え
置
き
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
カ
ラ

オ
ケ
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
開
催
も
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
（
会
館
管
理
部
会
長　

野
島
勝
生
）

早速活用しています

パンくい競争はいつも大人気 水一杯の重いバケツをリレー 町内対抗リレーの選手入場

3 人が協力して大玉を運びます

開会を告げる国旗の入場

自治会組織の変更
（イメージ）



第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

八
月
の｢

香
川
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り｣

も
夏
の
思
い
出
を
残
し
て
終
わ
り
、

続
い
て
は
初
秋
の
行
事｢

香
川
地
区
体

育
大
会｣

が
例
年
こ
の
時
期
に
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
４
日
（
日)
、主
催
は｢

体
育
振
興
会｣

で
、｢

香
川
小
学
校
区

｣

の
地
域
自
治
会
が
集
い
、
競
技
を
す

る
大
運
動
会
で
す
。

　

今
年
か
ら
は｢

み
ず
き
自
治
会｣
が

新
し
く
加
わ
り
、
７
自
治
会
の
対
抗
戦

と
な
り
ま
し
た
。
５
つ
の
対
抗
種
目
ご

と
に
成
績
を
点
数
に
換
算
し
、
総
合
得

点
で
順
位
を
争
い
ま
す
が
、
各
自
治
会

で
は
優
秀
な
選
手
の
掘
り
出
し
に
躍
起

と
な
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

我
が
町
内
会
で
も
選
手
集
め
に
は
役

員
一
同
は
も
と
よ
り
大
勢
の
方
々
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
選
手
を
そ
ろ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

対
抗
戦
で
あ
る
以
上
、
好
成
績
を
願

う
所
で
す
が
勝
敗
の
予
測
は
全
く
見
当

が
つ
か
ず
、
出
場
さ
れ
た
選
手
に
精
一

杯
の
声
援
を
送
り
結
果
を
待
つ
の
み
で

し
た
。

　

結
果
は
五
位
と
な
り
、
昨
年
に
次
い

で
良
い
成
績
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
選
手
の
真
剣
な
頑
張
り
、
観
客
も

大
声
で
応
援
し
、
テ
ン
ト
の
中
は
全
員

が
一
体
化
し
て
素
晴
ら
し
い
ひ
と
時
で

し
た
。

　

選
手
集
め
に
は
連
日
会
議
を
開
く
な

ど
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
勝
敗
と
は

別
に
大
変
な
盛
り
上
が
り
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

体
育
大
会
当
日
は
絶
好
の
「
運
動
会

日
よ
り
」
で
幸
運
な
一
日
で
し
た
。

　

選
手
の
皆
様
・
町
内
会
の
皆
様
お
疲

れ
様
で
し
た
、
又
来
年
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
行
事
も
折
り
返
し
地
点
に

来
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
主
な
行
事
は

無
事
に
終
え
ま
し
た
。

◇
９
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
自
治
会

よ
り
新
し
い
掲
示
板
が
届
き
、
永
沢
工

業
所
前
に
設
置
し
ま
し
た
。
第
二
町
内

会
の
古
い
木
の
掲
示
板
は
、
後
一
つ
水

道
路
の
個
所
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

◇
９
月
27
日
（
日
）
防
災
説
明
会
が
、

香
川
自
治
会
館
に
て
午
後
１
時
30
分
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｃ
・
Ｄ
地
区
の

組
長
さ
ん
だ
け
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
少
人
数
で
、
ま
た
10
月
12
日
（
月
）

Ａ
・
Ｂ
地
区
の
組
長
さ
ん
、
会
員
全
員

を
対
象
に
香
川
小
学
校
体
育
館
に
て
午

後
１
時
30
分
に
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
た
会
場
が
広
い
分
、
少
人
数
の
出

席
が
目
立
ち
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
天

気
が
よ
く
、
行
楽
日
和
で
し
た
か
ら
皆

さ
ん
お
出
か
け
か
な
？
と
、
両
日
と
も

出
席
率
が
悪
か
っ
た
で
す
。

　

主
催
者
側
も
、
組
長
、
会
員
の
皆
さ

ん
が
反
省
す
る
時
期
な
の
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
10
月
４
日
（
日
）
第
41
回
体
育
大
会

は
、
惜
し
く
も
第
二
町
内
会
は
４
位
で

し
た
。
け
が
人
も
出
ま
し
た
が
、
皆
様

に
は
自
主
的
に
参
加
申
し
込
み
し
て
い

た
だ
き
、
ご
協
力
、
ご
支
援
に
心
よ
り

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
第
二
町
内
会
の

ム
カ
デ
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
！

　

選
手
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
来
年

は
優
勝
目

指
し
て
頑

張
り
ま
し

ょ
う
。

①
茅
ヶ
崎
海
岸
の
花
火
大
会
と
重
な
る

た
め
危
倶
し
て
い
た
が
、
両
日
と
も
非

常
に
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
成

功
裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
来
年
度
も
引
き
続
き
実
行
委
員
会
に

よ
る
開
催
を
実
施
す
る
。

③
二
日
目
の
催
し
物
が
少
な
か
っ
た
。

　

来
年
度
は
催
し
物
を
工
夫
し
て
ま
つ

り
を
よ
り
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

④
組
織
図
・
連
絡
網
・
日
程
表
を
よ
り

具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
作
成
す
る
。

　

準
備
・
当
日
・
後
片
付
け
の
各
作
業

の
責
任
者
・
応
援
者
を
具
体
的
に
表
示

し
、
指
示
命
令
系
統
お
よ
び
応
援
必
要

人
員
を
決
め
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
・

問
題
の
対
処
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
来
年
度
は
雨
天
に
対
す
る
万
全
の
対

策
を
検
討
す
る
。

⑥
今
年
も
ゴ
ミ
処
理
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
出
店
会
議
等
に
お
い
て
再

徹
底
す
る
。
協
力
で
き
な
い
場
合
は
、

出
店
を
断
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

⑦
出
店
申
請
書
と
実
際
の
出
店
内
容
が

違
っ
て
い
る
出
店
が
あ
っ
た
。
当
日
内

容
を
確
認
し
、
申
請
通
り
で
な
い
場
合

は
注
意
・
変
更
さ
せ
る
。

　

又
、
ま
つ
り
に
相
応
し
く
な
い
物
品

等
は
、
販
売
を
止
め
て
も
ら
う
。

⑧
交
番
へ
届
出
を
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
等

安
全
に
祭
り
が
で
き
る
様
に
依
頼
す
る
。

⑨
来
場
者
用
に
、
ま
つ
り
会
場
の
案
内

図
の
掲
示(

又
は
配
布)

を
検
討
す
る
。

⑩
責
任
者
は
必
ず
所
在
を
明
ら
か
に
し

て
、
席
を
外
れ
る
時
は
必
ず
代
理
を
立

て
る
な
ど
、
問
題
等
発
生
時
の
対
応
を

万
全
に
す
る
。

⑪
配
布
物
・
掲
示
物
は
、
事
前
に
実
行

委
員
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
。

第 223 号 （２）　平成21年11月15日

第
二
町
内
会

●
９
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

１
各
町
内
会
、
各
部
会

　

８
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

２｢

防
災
講
座｣

に
つ
い
て(

会
長)

３
湘
北
地
区｢

防
災
訓
練｣

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

会
長)

４｢

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り｣

実
行
委

員
会
反
省
会
報
告(

文
・
文
化
厚
生
）

５
県
内
一
斉
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告

　
　

 　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
部
会
長
）

６｢

会
館
建
設
検
討
会｣

　

座
長
選
出
に
つ
い
て　
　

 (

総
務
）

７
掲
示
版　

発
注
に
つ
い
て(

総
務)

８
地
区
体
育
大
会
に
つ
い
て(

総
務)

９
そ
の
他

検
討
事
項

１
「
敬
老
」
の
お
祝
い
に
つ
い
て

２
自
治
会
Ｈ
Ｐ
に
つ
い
て

３
通
信
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
い
て

●
10
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

１
各
町
内
会
、
各
部
会

　

９
月
度
・
活
動
報
告
及
び
連
絡
事
項

２｢

敬
老｣

の
お
祝
い
及
び

　

｢

文
化
祭｣

関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

(

文
化
厚
生
副
部
会
長)

３｢

会
館
建
設
検
討
会｣

　

座
長
選
出
に
つ
い
て　
　

(

総
務)

４
香
川
地
区
体
育
大
会
関
連(

総
務)

５
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
置
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
　

(

会
館
管
理
部
会)

６
そ
の
他

検
討
事
項

１
自
治
会
組
織
の
一
部
変
更

　

｢

代
表
副
会
長｣

の

新
設
に
つ
い
て

　

秋
も
深
ま
り
紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
皆
様
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
。

　

今
年
の
体
育
大
会
は
、
10
月
４
日　

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会

は
健
康
増
進
と
親
睦
を
目
的
の
ひ
と
つ

と
し
て
い
る
行
事
で
す
。
今
年
は
み
ず

き
自
治
会
を
加
え
、
７
チ
ー
ム
と
な
り

ま
し
た
。　

　

第
四
町
内
会
で
は
体
育
振
興
会
と
の

合
同
会
議
を
開
催
し
な
が
ら
、
入
賞
を

目
標
に
全
員
一
致
団
結
で
頑
張
り
、
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
方
々
の
参
加
を
要
請

い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
の
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
予

定
通
り
毎
月
第
４
木
曜
日
に
定
期
的
に

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
的

に
実
施
で
き
ま
す
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
組
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
会
員
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

切
望
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
に
は
例
年
の
と
お
り
、
第
三
町

内
会
と
合
同
で
「
芋
煮
会
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
ば
む
秋

の
一
日
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。（
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
回
覧
に

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。）

　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

準優勝のトロフィーです

◎
10
月
４
日
の
香
川
地
区
体
育
大
会
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
大
勢
の
人
た
ち
の
参
加

に
よ
っ
て
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
た
に
み
ず
き
自
治
会
が

加
わ
り
、
７
チ
ー
ム
で
競
技
が
行
わ
れ
、

町
内
対
抗
競
技
で
は
、
第
三
町
内
会
は

第
６
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

　

成
績
は
と
も
か
く
、
み
ん
な
が
一
緒

に
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
、
協
力
し
合
う

ふ
れ
あ
い
の
喜
び
を
実
感
し
た
楽
し
い

一
日
だ
っ
た
と
は
、
反
省
会
で
の
参
加

者
の
大
方
の
意
見
で
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
振
興
会
な
ら
び
に
子
ど

も
会
役
員
の
方
に
は
、
終
始
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

◎
10
月
18
日
、
湘
北
地
区
防
災
訓
練
が

香
川
小
学
校
校
庭
を
会
場
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
訓
練
は
、
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ

に
別
れ
、
第
三
町
内
会
は
Ａ
グ
ル
ー
プ

で
消
火
器
取
扱
、
ロ
ー
プ
結
索
、
三
角

巾
取
扱
の
各
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
先
立
ち
、
10
月
10
日
香
川
自

治
会
館
で
、「
防
災
講
座
」
が
開
催
さ

れ
、
市
民
の
目
線
で
茅
ヶ
崎
市
の
地
震

と
津
波
の
発
生
原
因
、
歴
史
的
記
録
、

規
模
や
被
害
予
想
の
話
を
聴
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
地
震
は
事
前
の
予
測
は

困
難
な
の
で
や
は
り
普
段
か
ら
の
準
備

や
対
策
が
第
一
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
す
。

　

本
格

的
な
寒

さ
の
到

来
で
す
。

健
康
に

留
意
し

て
新
年

を
迎
え

て
く
だ

さ
い
。

１位を獲得した玉入れ

（
要
約
）



　

10
月
10
日
（
土
）、
自
治
会
館
に
お

い
て
防
災
課
が
市
民
と
協
働
で
行
う
防

災
講
座
を
自
治
会
主
催
で
開
催
。
東
海

岸
在
住
、
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
会
の
大

木
祥
民
氏
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は
、

１
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ

２
歴
史
的
な
記
録
を
理
解
す
る

３
規
模
と
被
害
を
予
測
す
る

４
防
災
対
策
を
学
ぶ　

で
し
た
。

　

地
震
の
対
応
に
つ
い
て
参
考
に
な
っ

た
事
や
再
確
認
が
必
要
と
思
っ
た
こ
と

を
ま
と
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
関
東
平
野
か
ら
西
の
地
域
で
は
終
戦

の
前
後
に
発
生
し
た
東
南
海
・
南
海
地

震
後
の
静
穏
期
が
過
ぎ
、
今
後
3/4
世
紀

以
上
続
く
と
予
想
さ
れ
る
地
震
の
活
動

期
に
入
っ
た
。

・
茅
ヶ
崎
市
は
、
相
模
湾
を
含
む
南
東

海
〜
伊
豆
北
部
地
域
に
あ
り
、
本
州
東

北
半
分
を
乗
せ
た
北
米
プ
レ
ー
ト
・
西

半
分
を
乗
せ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

の
下
に
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が

沈
み
込
み
、
３
重
会
合
点
を
形
成
し
て

い
る
所
で
あ
る
。
又
、
日
本
は
世
界
で

最
も
大
地
震
が
頻
発
す
る
地
域
で
あ
る
。

・
国
府
津-

松
田
断
層
帯
地
震
に
注
意
。

（
市
の
想
定
で
は
被
害
が
一
番
多
い
）

・
死
傷
者
事
故
原
因
の
80
％
以
上
を
占

め
る
家
屋
倒
壊
（
含
、
家
具
転
倒
）
を

防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
を
受
け
る
。

　

診
断
費
用
８
万
４
千
円
／
棟
、
内

５
万
円
が
茅
ヶ
崎
市
か
ら
助
成
さ
れ
る
。

・
避
難
時
に
は
、
再
送
電
時
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
。

・
津
波
は
普
通
の
波
と
は
違
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
大
き
い
の
で
、
50
㎝
と
い
え
ど

も
注
意
が
必
要
。

・
茅
ヶ
崎
市
は
国
が
発
信
す
る
緊
急
情

報
を
自
動
で
防
災
行
政
用
無
線
で
放
送

　

10
月
18
日
（
日
）
秋
晴
れ
の
下
、
香

川
小
学
校
校
庭
で
、
湘
北
地
区
の
７
つ

の
自
治
会
か
ら
約
４
０
０
名
が
参
加
し

て
、
茅
ヶ
崎
市
に
震
度
６
の
地
震
が
発
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平
成
21
年
８
月
27
日
茅
ヶ
崎
市
役
所

分
庁
舎
に
て
、
自
主
防
犯
活
動
を
す
る

31
団
体
56
人
の
出
席
の
も
と
、
防
犯
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
と
茅
ヶ
崎
市
と
の
行
政
提
案
型

協
働
推
進
事
業
の
一
環
で
「
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

内
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
主
的
防
犯
活
動
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
事
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に

は
、
市
内
の
51
団
体
が
所
属
し
そ
れ
ぞ

れ
防
犯
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
開
催
の
経
過

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
れ
ば
よ
い
か
検
討
を
し
た
結
果
、

ま
ず
市
が
把
握
し
て
い
る
団
体
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ほ
と
ん
ど
の
団

体
か
ら
他
の
団
体
と
の
情
報
交
換
の
場

が
必
要
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
平
成
19
年
度
に
交
流

の
場
と
し
て
の
情
報
交
換
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
参
加
団
体
か
ら
継
続
の
希

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
団
体
間
の
情
報
交
換
、

犯
罪
情
報
の
収
集
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
を
行
う

た
め
、
会
議
を
年
数
回
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
と
い
っ
て
も
堅
苦
し
い
場
で
な

く
、
参
加
し
た
団
体
が
交
流
で
き
る
場

で
す
。
２
〜
３
人
の
少
人
数
で
実
施
し

て
い
る
団
体
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

本
日
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
青
木
隆
一
氏
の
、「
自
分
で
守

る
！
今
す
ぐ
で
き
る
防
犯
対
策
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
（
抜
粋
）

◇
防
犯
の
定
義
・
予
知
／
後
手
防
犯

　
「
予
知
防
犯
」
に
は
ソ
フ
ト
（
意
識
）

と
ハ
ー
ド
（
物
）
を
組
み
合
わ
せ
る
。

音
（
番
犬
、
防
犯
砂
利
な
ど
）

光
（
防
犯
・
室
内
灯
、
セ
ン
サ
な
ど
）

時
間
（
補
助
錠
、
防
犯
ガ
ラ
ス
な
ど
）

目
（
自
主
防
犯
、
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
）

通
報
（
１
１
０
番
、
機
械
警
備
な
ど
） 

　
「
後
手
防
犯
」
は
事
後
の
対
策
で
機

械
警
備
等
。

◇
犯
罪
者
か
ら
見
た
目
が
必
要

　

自
分
が
ド
ロ
ボ
ー
に
な
っ
た
つ
も
り

で
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
垣
根
、
塀
が
あ

り
中
が
よ
く
見
え
な
い
と
か
、
逆
に
な

ん
と
な
く
入
り
に
く
い
な
ど
、
自
分
自

身
で
確
か
め
る
こ
と
が
必
要
。

（
ま
ち
づ
く
り
部
会
長　

西
山
佳
孝
）

三角巾取扱い訓練 窒息消火訓練

搬送法訓練給食訓練

ロープ結索訓練

起震車体験

チェーンソー取扱い訓練

消火器取扱い訓練

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ザ
と
い
う
と
き
慌

て
な
い
た
め
に
も
、
訓
練
を
繰
り
返
す

な
ど
普
段
か
ら
の
準
備
が
大
切
で
す
。

　

香
川
自
治
会
と
し
て
敬
老
の
日
の
お

祝
い
に
、
香
川
に
在
住
す
る
75
歳
以
上

の
方
々
に
、
香
川
商
興
会
で
利
用
で
き

る
金
券
（
５
０
０
円
分
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
９
月
１
日
現
在
、
対
象
と
な
る

方
の
う
ち
、
約
50
％
弱
の
方
々
か
ら
申

請
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
お
祝
い
の
贈
呈
に
つ
い

て
は
、
市
と
の
兼
ね
合
い
や
、
地
元
商

業
の
活
性
化
を
図
る
目
的
か
ら
、
香
川

商
興
会
で
使
用
で
き
る
金
券
方
式
を
導

入
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
は
ず
れ
る
よ
う

な
大
手
企
業
の
お
店
で
の
利
用
を
求
め

る
声
も
あ
り
、

今
後
の
対
応
に

つ
い
て
役
員
会

と
し
て
改
め
て

検
討
を
す
る
予

定
で
す
。

　

す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
８
月
３
日
に
導
入
し
ま
し
た
。
震
度

４
以
上
に
対
し
早
け
れ
ば
地
震
が
感
じ

ら
れ
る
30
秒
前
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

・
備
蓄
品
の
飲
料
水
に
つ
い
て
講
師
か

ら
の
提
案
。

◎
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
は
、
使
用
の
た
び

に
更
新
さ
れ
最
も
新
し
い
水
で
あ
る
の

で
、
飲
料
と
し
て
利
用
で
き
る
。

◎
水
の
保
管
は
給
水
用
の
ポ
リ
タ
ン
ク

を
よ
く
洗
浄
し
て
空
気
が
残
ら
な
い
よ

う
に
水
道
水
を
入
れ
て
密
封
し
、
黒
色

の
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
包
む
と
、
３
年
間
は

変
質
せ
ず
利
用
で
き
る
。

　

ど
ち
ら
も
利
用
す
る
際
は
煮
沸
す
る

必
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
27
名
の
中
に
、
チ
リ

地
震
の
津
波
に
よ
り
、
石
巻
で
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
、
被
害
の
模
様

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
防
災
の
状
況
が

現
在
と
は
違
い
ま
す
が
、
改
め
て
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
地
震

や
津
波
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
今
回

の
講
座
に
参
加
し
、
心
構
え
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
命
を
守
る
対
策
が
よ
り
大

切
な
こ
と
と
痛
感
し
ま
し
た
。

講演に聞き入る自治会会員

テーマ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

卒
塔
婆
の
梵
字
と
化
せ
る
枯
蟷
螂　
　

手
み
や
げ
の
下
り
鰹
や
生
姜
添
へ　

　

下
り
鰹
と
生
姜
と
季
重
ね
と
な
る
が

こ
の
場
合
の
季
語
は
生
姜
。
日
常
の
中

に
よ
く
季
感
を
捕
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
口
楓
子

八
つ
裂
き
に
さ
れ
鬼
灯
の
ま
ろ
び
出
づ

小
さ
き
風
拾
ひ
て
歩
く
今
朝
の
秋

　
「
小
さ
い
秋
」
の
歌
を
思
い
起
さ
せ

る
軽
快
な
一
句
。「
風
を
拾
ひ
歩
く
」

が
軽
い
ウ
イ
ッ
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

鰯
雲
墓
地
に
こ
ろ
が
る
飯
茶
碗

秋
深
し
湖
に
丹
塗
り
の
鳥
居
影

　

箱
根
の
芦
の
湖
の
景
を
思
い
起
さ
せ

る
。
秋
深
し
の
季
語
が
適
切
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

球
子

秋
の
虹
連
絡
船
の
も
う
見
え
ず

霧
を
出
て
霧
に
消
え
ゆ
く
漁い

さ
り
ぶ
ね舟

　

東
北
北
海
道
の
漁
港
を
思
わ
せ
る
。

霧
深
い
朝
の
港
湾
の
景
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

子
供
等
の
箸
さ
ば
き
良
く
秋
刀
魚
食
ぶ

ゆ
く
程
に
花
片
こ
ぼ
す
萩
の
径

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花
富
士
子

酒
田
へ
と
霧
従
へ
て
最
上
川

大
島
を
つ
か
の
ま
見
せ
て
霧
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

蟷
螂
の
威
嚇
せ
る
様
お
か
し
け
れ

夕
霧
や
我
が
家
へ
の
道
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

葛
の
花
飯
場
の
外
に
洗
濯
機

無
人
駅
切
符
の
箱
に
ち
ち
ろ
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

名
将
の
墓
の
小
さ
き
露
葎

持
ち
替
へ
て
影
も
荷
と
な
り
秋
暑
し

選
者
吟

も
の
言
ふ
て
こ
ゑ
消
え
て
を
り
芋
嵐

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

訃
報
（
平
成
21
年
10
月
21
日
現
在
）

　
　

胸
に
黒
い
ネ
ク
タ
イ
の
よ
う
な
模

様
を
持
っ
た
ス
ズ
メ
大
の
鳥
で
ほ
お
に

大
き
な
白
斑
が
あ
り
、
周
り
が
黒
く
、

ツ
ツ
ピ
ン
、
ツ
ツ
ピ
ン
と
か
わ
い
く
鳴

き
、
市
街
地

で
も
よ
く
見

か
け
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
日
の
９
月
18
日
、
湘
南
バ
イ
パ
ス

高
架
下
の
県
道
が
マ
ル
エ
ツ
か
ら
西
久

保
変
電
所
付
近
ま
で
開
通
し
、
と
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

道
路
開
通
の
お
か
げ
で
、
香
川
駅
前

は
大
型
車
の
通
行
が
禁
止
と
な
り
、
買

い
物
な
ど
で
駅
前
道
路
を
利
用
す
る
私

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

　

歩
道
も
な
い
あ
の
狭
い
道
路
を
、
大

型
車
が
「
ゴ
ー
ッ
」
と
通
る
た
び
に
、

い
つ
か
轢
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
怖

い
思
い
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
10
月
１
日
よ
り
香
川
駅
が

全
面
禁
煙
と
な
り
、
駅
前
を
通
る
た
び

に
気
に
な
っ
て
い
た
タ
バ
コ
の
煙
が
な

く
な
り
、
二
重
に
気
持
ち
よ
く
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
歩
道
が
で
き
れ
ば
も
っ
と

安
全
に
、
安

心
し
て
駅
前

道
路
が
利
用

で
き
る
と
思

い
ま
す
。（
ｐ)

ご
存
知
で
す
か
？

第 223 号 （4）　平成21年11月15日

シンボル
マーク

日
時　

11
月
29
日
（
日
）　

９
時
〜

場
所　

香
川
小
学
校
・
体
育
館

参
加
資
格　

18
歳
以
上
、
学
生
不
可

（
香
川
地
区
体
育
振
興
会
）

日
時　

平
成
22
年
１
月
９
日
（
土
）　

　
　
　

10
時
〜

場
所　

香
川
自
治
会
館
・
第
一
会
議
室

（
香
川
自
治
会
）

日
時　

平
成
22
年
１
月
11
日
（
月
）

　
　
　

成
人
の
日

場
所　

茅
ヶ
崎
市
内
中
西
部

　

昨
年
は
香
川
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
に
初

優
勝
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

日
時　

平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）

場
所　

寒
川
セ
ン
ト
ラ
ル
ボ
ー
ル

募
集
人
員　

92
名

参
加
費
用　

一
人
５
０
０
円
（
靴
代　

　
　
　
　
　

２
０
０
円
は
自
己
負
担
）

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
後
日
別
途
ご
連

絡
し
ま
す
。　
（
ふ
れ
あ
い
部
会
）

本
渡　

徳
道
様　
　

73
才　

９
月
４
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

９
・
２
組

熊
澤　

コ
ヱ
ネ
様　

104
才　

９
月
10
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

１
・
１
組

岡
本　

房
子
様　
　

89
才　

９
月
22
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

42
・
１
組

藤
村　

球
子
様　
　

89
才　

９
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

31
・
１
組

三
浦　

徳
男
様　
　

80
才　

10
月
１
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

１
組

　

９
月
20
日
（
日
）
自
治
会
館
に
お
い

て
、
香
川
６
丁
目
地
区
に
お
け
る
都
市

ガ
ス
導
入
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
予

想
を
上
回
る
周
辺
住
民
が
多
数
参
加
し
、

熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
ガ
ス
の
本
管
敷
設
費
用
は
業
者

負
担
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
本
管
か
ら
各

り
は
広
場
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
進
め

た
い
と
の
意
向
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
公
園
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
、

防
災
倉
庫
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、

隣
接
の
住
民
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

　

自
治
会
、
町
内
会
の
要
望
を
10
月
中

旬
を
目
途
に
提
出
す
べ
く
、
第
二
町
内

会
を
中
心
に
ま
と
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

個
人
宅
へ
の
引
き
込
み
に
当
た
っ
て
の

工
事
費
用
は
、
受
益
者
負
担
と
な
り
別

途
見
積
も
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
香
川
１
丁
目
と
３
丁
目
の
間
で

も
、
今
年
の
６
月
か
ら
ガ
ス
管
敷
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


